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１

○２ケース（人吉地点1/80規模の降雨、平成１８年７月の川内川流域の降雨）
に対する現在の河道（H17.3）におけるシミュレーション前提事項



・人吉地点で1/80、7,000m3/sとなるシミュレーション
・H18.7川内川流域で降った雨が球磨川流域で降ったと仮定した場合のシミュレーション

◆ 第２回で提案された事項

シミュレーションの前提事項 ２

・平成１７年３月に測量した球磨川及び川辺川の川幅、堤防の高さ、河床の形状等で設定。
・前回と同様に市房ダムによる洪水調節（現行操作）や越水又は溢水による氾濫により下流への流量は低減する。

◆ シミュレーションにおける河道状況

１．河川水位の状況 ： 仮に堤防が決壊しなかった場合、どこまで水位が上がるか。

２．内水被害 ： 内水被害が想定されるが、中小河川のシミュレーションまで必要になるため、このシミュレーション
では考慮していない。

◆ 今回提示する内容

※上流での氾濫や市房ダムによる洪水調節がなかった場合の流量

＜今回説明＞ ＜今回説明＞

1/80規模（S47.7型）
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（人吉地点7,800m3/s（※））
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３

○２ケース（人吉地点1/80規模の降雨、平成１８年７月の川内川流域の降雨）
に対する現在の河道（H17.3）におけるシミュレーション結果
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※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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河口～70km河川水位の状況について ５

河口からの距離（km） →

計画高水位

現況堤防高

①計画高水位との相対水位
（想定水位－計画高水位）
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（下流区間）

川辺川合流点

現況堤防高（渡上流）

現況堤防高

（m）

②右岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

③左岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）
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※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照



91.865 70 75 80 85 90

相良村 錦町 あさぎり町 多良木町 水上村市町村界（右岸）

錦町 あさぎり町 多良木町 湯前町市町村界（左岸）

80

100

120

140

160

180

200

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）
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河口からの距離（km） →

H18.7川内川型 計算水位
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○：現況堤防高（右岸）
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※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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②右岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

①計画高水位との相対水位
（想定水位－計画高水位）

③左岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

河川水位の状況について 65km～91.8km

川辺川合流点
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※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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河川水位の状況について 川辺川 ８
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球磨川との合流点からの距離（km） →

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）

H18.7川内川型 計算水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

計画高水位

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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①右岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

②左岸現況堤防高との相対水位
（想定水位－現況堤防高）

河川水位の状況について ９

（m）

現況堤防高
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※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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下流地区（八代地区）における河川水位の状況について

◆下流地区（八代市萩原町） 球磨川７ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、計画高水位を
上まわり、堤防が決壊するおそれがある。

・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションでは、

計画高水位を上まわり、堤防が決壊するおそれがあるとともに、
一部区間では右岸堤防を越え、背後地が浸水する。

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

計画高水位

１０

八代市萩原町付近の航空写真

遙拝堰

新萩原橋

現況写真の位置

写真撮影箇所

↑
標
高

（T.P.m）

河口からの距離 → （km）

堤防の厚みが不足
している区間

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）

：橋梁の橋面高・桁下高

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

人吉1/80

H18.7川内川型

※堤防は越水に対して脆弱であり、計画高水位を超えて越水した場合には、決壊する危険性が更に高まる。 ※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照

萩原町付近の現況写真

計画高水位

人吉1/80

H18.7H18.7川内川川内川型型
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　　　　 工事中（対策後）
　　　　 未対策

中流地区における河川水位の状況について ①

◆中流地区① （八代市坂本地区） 球磨川１７ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、
背後地が約1.6m浸水する。

・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションで
は、背後地が約4.8m浸水する。

１１

計画高水位

現況写真の位置

坂本橋

坂本支所

八代市坂本地区の航空写真

写真撮影箇所

↑
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河口からの距離 → （km）

人吉1/80

H18.7川内川型

JR肥薩線高

国道219号高

橋梁の橋面高・桁下高

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

人吉人吉1/801/80

計画高水位

坂本地区付近の現況写真

浸水深浸水深 約約1.1.66mm

H18.7H18.7川内川型川内川型

浸水深浸水深 約約4.4.88mm

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照



26 403530 42.8

瀬戸石ダム

川
内
川

神
瀬

（上）

堤
白
石

天
月

漆
口

神瀬橋

大野大橋

球磨村市町村界（右岸）

芦北町市町村界（左岸）八代市（坂本町）

20

25

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

80

地区内の最低家屋地盤高
　　　　 工事済み（対策前）
　　　　 工事済み
　　　　 工事中（対策前）
　　　　 工事中（対策後）
　　　　 未対策

中流地区における河川水位の状況について ②

◆中流地区② （芦北町白石地区） 球磨川３８ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、
嵩上げ後の背後地が約2.8m浸水する。

・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションで
は、嵩上げ後の背後地が約6.4m浸水する。

１２

芦北町白石地区の航空写真

白石川

現況写真の位置
↑
標
高

（T.P.m）

写真撮影箇所

計画高水位

河口からの距離 → （km）

人吉1/80

H18.7川内川型

JR肥薩線高

国道219号高

橋梁の橋面高・桁下高

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

浸水深浸水深 約約2.2.88mm 人吉1/80

計画高水位

（平成12年に約1.2m嵩上げ済み）

浸水深浸水深 約約6.6.44mm
H18.7川内川型

白石地区（改修工事実施済）付近の現況写真

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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地区内の最低家屋地盤高
　　　　 工事済み（対策前）
　　　　 工事済み
　　　　 工事中（対策前）
　　　　 工事中（対策後）
　　　　 未対策

中流地区における河川水位の状況について ③

◆中流地区③ （球磨村堤地区） 球磨川３８ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、
嵩上げ後の背後地が約2.8m浸水する。

・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションでは、
嵩上げ後の背後地が約6.3m浸水する。

１３

計画高水位

球磨村堤地区の航空写真

神瀬橋

堤公民館

現況写真の位置↑
標
高

（T.P.m）

写真撮影箇所

河口からの距離 → （km）

人吉1/80

H18.7川内川型

JR肥薩線高

国道219号高

橋梁の橋面高・桁下高

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

人吉人吉1/801/80
計画高水位

浸水深浸水深 約約2.2.88mm

堤地区（改修工事実施済）付近の現況写真

（平成13年に約2.5m嵩上げ済み）

H18.7H18.7川内川型川内川型
浸水深浸水深 約約66.3.3mm

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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鳩胸川合流点
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：現況堤防高（右岸）

人吉地区における河川水位の状況について

◆人吉地区（人吉市九日町） 球磨川６２ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、右岸堤防
を越え、背後地が約2.1m浸水するとともに、堤防が決壊する
おそれがある。
・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションでは、
右岸堤防を越え、背後地が約2.9m浸水するとともに、堤防が
決壊するおそれがある。

１４

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

計画高水位

人吉市九日町付近の航空写真

水の手橋

人吉大橋

人吉橋

山田川

胸川

現況写真の位置

写真撮影箇所

↑
標
高

（T.P.m）

河口からの距離 → （km）

人吉1/80H18.7川内川型

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）

：橋梁の橋面高・桁下高

※堤防は越水に対して脆弱であり、計画高水位を超えて越水した場合には、決壊する危険性が更に高まる。

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照

浸水深浸水深 約約2.1m2.1m

人吉市九日町付近の現況写真

計画高水位

浸水深浸水深 約約2.9m2.9m

H18.7H18.7川内川型川内川型

人吉人吉1/801/80
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免田川合流点
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：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

◆上流地区（あさぎり町明廿橋付近） 球磨川７６ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、
計画高水位を上まわり、堤防が決壊するおそれがある。

・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションでは、
計画高水位を上まわり、堤防が決壊するおそれがある。

上流地区における河川水位の状況について

あさぎり町明廿橋付近の航空写真

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

計画高水位

１５

現況写真の位置

明廿橋

免田川

写真撮影箇所

河口からの距離 → （km）

↑
標
高

（T.P.m）

人吉1/80

H18.7川内川型

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）

：橋梁の橋面高・桁下高

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

明廿橋付近の現況写真
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計画高水位

H18.7H18.7川内川型川内川型

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照
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川辺大橋

境田橋

柳瀬橋

相良村市町村界（右岸）

市町村界（左岸）相良村 錦町 相良村
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川辺川における河川水位の状況について

相良村永江地区の航空写真

１６

堤防が決壊しないと仮定した場合の水位

現況写真の位置

川辺大橋

河口からの距離 → （km）

写真撮影箇所

↑
標
高

（T.P.m）

計画高水位

人吉1/80

H18.7川内川型

◆川辺川区間（相良村永江地区） 川辺川7ｋ付近

・人吉地点1/80規模の降雨によるシミュレーションでは、右岸堤防
を越え、背後地が約2.0m浸水するとともに、堤防が決壊する
おそれがある。
・平成18年7月の川内川流域の降雨によるシミュレーションでは、
右岸堤防を越え、背後地が約1.6m浸水するとともに、堤防が
決壊するおそれがある。

○：現況堤防高（右岸）

●：現況堤防高（左岸）

：橋梁の橋面高・桁下高

※堤防は越水に対して脆弱であり、計画高水位を超えて越水した場合には、決壊する危険性が更に高まる。

計画高水位

人吉1/80規模(S47.7型) 計算水位

H18.7川内川型 計算水位

永江地区付近の現況写真

川辺川
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H18.7H18.7川内川型川内川型

※検討条件は、P2及び参考資料①P4～P6を参照


